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町の木：モクセイ　町の花：ウメ 

今月の内容 
・表紙 
・Ｐ ２～３　ごみの減量を真剣に考えます 
・Ｐ ４～５　正しく早めに申告をしましょう 
・Ｐ ６　　　静岡地方税滞納整理機構について 
・Ｐ ７～９　タウンニュース 
・Ｐ10～11　町民センターガイド 
・Ｐ12～13　情報ガイド 
・Ｐ14～15　ふるさと情報板 
・Ｐ16～17　保健福祉ガイド 
・Ｐ18～19　みんなのひろば 
・Ｐ20　　　ホットフォト 
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　新成人を代表して、池野真衣さん(新舟)が「強い心
とやさしい心、２つの心をいつまでも大切に持ち続け
たい。大人としての役割を果たせるよう努力してゆき
ます」と誓いの言葉を述べました。 
(関連記事９ページ)

二十歳の決意 二十歳の決意 二十歳の決意 二十歳の決意 岡部町成人式 
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限りある資源を有効に生かそう!!

ごみの減減減減量量量量を真剣に考えます
町では、平成19年３月に改定した「一般廃棄物処理基本計画」により、ごみ減量・資源

化を推進しています。この計画は、県が平成18年３月に県民総参加による循環型社会の形
成を目指して策定した「静岡県循環型社会形成計画」に基づいており、ごみ減量を実現する
ためのさまざまな施策や減量目標を設けています。
町では、今後も目標を明確にしたうえで、施策に取り組んでいきます。

役場生活水道課　　　667－3418
E-mail
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減量目標 

88g/人日 

実　　績 

919 881 852 884 796

ご
み
減
量
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

昨
年
11
月
か
ら
１
月
の
３
カ
月
間
、
岡
部
町
環
境
衛
生

自
治
推
進
協
会(

町
環
自
協)
が
主
体
と
な
っ
て
、
町
内
会
ご

と
に
ご
み
減
量
・
資
源
化
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
約

１，
４
０
０
人
の
町
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
多
く

の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、

ご
み
減
量
・
資
源
化
に
対

す
る
強
い
意
識
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
さ
ら
に
ご

み
が
減
量
で
き
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

説
明
会
で
出
た
主
な
質

問
内
容
は
、
下
に
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

町では、１人１日あたりに出すごみ量を、平成15
年実績値919ｇ(／人日)に対して、７年後の平成22
年度に10％減量することを目標とします。
減量目標値は796ｇ(／人日)で、平成18年度実績

値より88ｇ(／人日)減量したいと考えています。

ご
み
減
量
・
資
源
化
説
明
会(

予
測
３
％
減
量)

そ
の
１

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

◆紙類編
Ｑ 雑がみを紙箱に入れて出してもいいで
すか？

Ａ 大丈夫です。古紙回収の日に出してく
ださい。

Ｑ コーティングされた紙は？
Ａ 水をつけた指でこすり、溶ければリサ
イクルできます。

Ｑ レシートは古紙ですか？
Ａ 紙製(青い字の場合が多い)はリサイク
ル、感熱紙(黒い字の場合が多い)は燃
やすごみで出してください。

Ｑ 紙パックの回収場所は？
Ａ スーパーマーケットかエコステーショ
ンへ出してください。

Ｑ 紙類を縛るヒモは白色のものでないと
いけませんか？

Ａ 白いヒモはリサイクルしやすく、また、
新聞紙の場合、他の色のヒモではリサ
イクルできないので、紙類はすべて白
色のヒモで縛ってください。

Ｑ カレンダーの金具部分は？
Ａ 紙の部分は雑がみへ、鉄の部分（鉄の
間にある紙を含む）は鉄くずとして出
してください。

Ｑ 新聞の折り込み広告は？
Ａ 新聞紙でも雑誌でも大丈夫です。

◆資源ごみ全般編
Ｑ アルミ缶の出し方は？
Ａ そのままの状態で出してください。多
少潰しても構いません。

Ｑ ホットカーペットは？
Ａ スイッチの部分は切り取って鉄くずへ、
マット部分は燃やすごみへ出してくだ
さい。

Ｑ カミソリの出し方は？
Ａ スチール製なら鉄くずへ、プラスチッ
ク製なら燃やすごみへ出してください。

Ｑ ラップ箱についている鉄の部分は？
Ａ 鉄くずへ出してください。
Ｑ 100円ライターの出し方は？
Ａ ガスを抜いて燃やすごみへ出してくだ
さい。

Ｑ ハンガーは？
Ａ 素材によって鉄くずか燃やすごみへ出
してください。

Ｑ 化粧品などのプラスチックについた鏡
は？

Ａ ビニールなどに入れて鏡を粉々にし、
プラスチック部分は燃やすごみへ、鏡
の部分は埋立ごみへ出してください。

ごみ減量・資源化説明会で
出された主な質問と回答

◆生ごみ編
Ｑ　生ごみの水切りの具体的な方法は？
Ａ　三角コーナーの生ごみを、手で十分に
絞って出してください。
また、紙を敷くと水が吸われ、効果的
です。

◆容器包装プラスチック編
Ｑ 肉や魚などのトレイを覆っている値札
がついたラップは？

Ａ そのまま容器包装プラスチックとして
出してください。
(汚れたものは、燃やすごみへ)

Ｑ ビンなどのふたのプラスチック部分
は？

Ａ 外れにくい中栓は無理に外さず、上蓋
は手で取って容器包装プラスチックと
して出してください。

◆木くず・剪定枝編
Ｑ 剪定した枝はどのようにして出します
か？

Ａ 枝はエコステーションへ、葉は燃やす
ごみへ出してください。

町のごみを10％減量します 町のごみを10％減量します 町のごみを10％減量します 町のごみを10％減量します 
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町
の
燃
や
す
ご
み
の
約
半
分
が
生
ご
み
で
す
。
生

ご
み
が
重
く
な
る
大
き
な
理
由
は
、
水
気
が
よ
く
切

れ
て
い
な
い
こ
と
、
食
べ
残
し
が
多
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
生
ご
み
の
約
８
割
は
水
分
で
す
。
こ
の

水
分
を
除
く
だ
け
で
も
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
が
図

れ
ま
す
。

家
庭
で
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
使
用

す
る
な
ど
、
水
切
り
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

雑
が
み
と
は
、
包
装
紙
や
古
封
筒
、
お
菓
子
の
箱
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
な
ど
を
い
い
、
こ
れ
ら

の
紙
の
ほ
と
ん
ど
が
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
焼
却
処

理
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
雑
が
み
は
ご
み
で

は
な
く
大
切
な
資
源
で
す
。
必
ず
紙
製
の
袋
に
入
れ
、

古
紙
の
収
集
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
２

生
ご
み
の
水
切
り
の
徹
底(

予
測
２
％
減
量)

昔
か
ら
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
日
本
に
は
ム
ダ
に
す
る
こ
と
を
恥
か

し
い
と
思
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

は
現
在
の
生
活
の
な
か
で
、
買
い
す
ぎ
や
作
り
す

ぎ
な
ど
で
物
が
余
っ
た
り
、
捨
て
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
み
減
量
を
目
指
す
う
え
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
こ
う
し
た
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
考
え
を
持

ち
、
ご
み
を
作
ら
な
い
、
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

現
在
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
る
燃

や
す
ご
み
で
、
紙
類
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
資
源
を
分
別
し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
い
て
い
き
ま
す
。

ご
み
を
置
い
て
い
か
れ
た
人
は
、
家
に
持
ち
帰
り
、

分
別
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
４

”も
っ
た
い
な
い
“(

予
測
３
％
減
量)

そ
の
５

分
別
し
て
い
な
い
ご
み
は

置
い
て
い
き
ま
す(

予
測
１
％
減
量)

そ
の
３

雑
が
み
の
分
別
の
徹
底(

予
測
１
％
減
量)

ごみ減量のキーポイント

燃やすごみに多く入っている雑がみ
これらのものは「雑がみ」として
「分別」してください

ティッシュペーパー
ビニールは取る

燃やすごみとして出す紙類
これらのものはリサイクルできません

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
出
し
方

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

～昨年出された資源ごみの活用方法～

●古紙(749.79ｔ)
再生紙として利用する
●ペットボトル・容器包装プラスチック
(196.68ｔ)
コークス(鉄鉱石の還元剤)になるもの･･･20％
プラスチックの原料になるもの･･･40％
製鉄所の発電に使われるもの･･･40％
●鉄・アルミ類(167.29ｔ)
金属類として再生する
●木くず・剪定枝(51.86ｔ)
製紙用と燃料用のチップに分け利用する
●びん類(91.28ｔ)
無色・茶色ビンは、一度砕き、ビンとして
再生する
その他(青・緑など)のビンは、埋め戻し用
の砂の代わりにする

※今回掲載できなかった質問、回答につい
ては、役場生活水道課へお問合せくださ
い。

◆事業系ごみ編
Ｑ 事業系のごみは町内のゴミステーショ
ンへ出せますか？

Ａ 法律で事業者は自ら処理すると決まっ
ているので、ごみステーションに出す
ことはできません。

◆出すときに迷ってしまうごみ編
Ｑ 茶色の紙製の米袋(30㎏)は古紙として
出せますか？

Ａ 中がコーティングされていれば、燃や
すごみとして出してください。

Ｑ 園芸用の殺虫剤は？
Ａ 中を使い切って、スチール缶として出
してください。

Ｑ うどんなどを入れて直接火にかけるア
ルミ鍋は？

Ａ アルミ製品として出してください。
Ｑ クーラーボックスは？
Ａ 燃やすごみへ出してください。
Ｑ クリーニングのビニール製の袋は？
Ａ 「プラ」マークがないので、燃やすご
みとして出してください。

Ｑ プラスチック製の車のおもちゃ、滑り
台などは？

Ａ できるかぎり鉄の部分を取り外し、燃
やすごみとして出してください。

写真 感熱紙 紙おむつ

窓開き封筒
フィルムは取る

お菓子の箱

メモ用紙

タバコの箱
外装フィルムと
アルミ紙は取る

紙類 

容器包装 
プラスチック 

①まず、三角コー
ナーで水切りを
する

②次に、捨てる前
に手で十分に水
切りをする

トイレット
ペーパーの芯

洗剤など詰め替えできるもの
は詰め替える

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
出
す
と
き
は
、

２
重
袋
に
な
ら
な
い
よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ダイレクト
メールを断る

ご飯を
食べ残さない

ビニール製
レジ袋を断る

2重袋

バラバラに入れてください。
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町・県民税の申告／所得税の確定申告

正しく早めに
申告をしましょう

申
告
は
３
／
17（
月
）ま
で

①印鑑
②給与所得者・年金所得者は源泉徴収票
③社会保険料(国保・年金など)・生命保険料・個人
年金保険料・地震(旧長期損害)保険料・雑損・医
療費・寄付金の控除を受ける人は証明書または領
収書
④事業所得のある人は収支内訳書(必ず作成したもの
を持参してください)

申告や相談に必要なもの 役
場
窓
口
税
務
課

６
６
７
‐
３
４
１
３

▼
申
告
が
必
要
な
人

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
岡

部
町
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
〜

③
に
該
当
す
る
人
は
、
町
・
県
民

税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
提
出
す
る
人
は
、
町
・
県
民
税

の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

①
平
成
19
年
中(

平
成
19
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１

年
間)

に
、
給
与
・
年
金
以
外

の
収
入
が
あ
っ
た
人
。

②
給
与
所
得
者
で
、
２
カ
所
以
上

の
事
業
所
か
ら
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る
人
。
ま
た
、
給
与
の
ほ

か
に
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人
。

③
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
や
児

童
手
当
、
公
営
住
宅
の
入
居
、

そ
の
ほ
か
扶
養
手
当
の
申
請
時

に
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
人
。

(
所
得
が
な
い
人
は
、
申
告
書

裏
面
に
事
情
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い)

▼
申
告
は
本
人
が
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

所
得
の
内
容
な
ど
本
人
で
な
け

れ
ば
分
か
ら
な
い
事
項
が
あ
り
ま

す
。
所
得
者
本
人
が
申
告
に
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
用
紙
の
送
付

町
・
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
会

場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、

申
告
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

人
に
は
あ
ら
か
じ
め
送
付
し
て
い

ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

で
申
告
用
紙
が
届
か
な
い
場
合

は
、
役
場
窓
口
税
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
が
必
要
な
人

事
業
を
し
て
い
る
場
合
や
不
動

産
収
入
が
あ
る
場
合
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成

19
年
中
の
所
得
金
額
が
基
礎
控

除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

人
。

申
告
が
必
要
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

(

給
与
所
得
者)

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
の
収
入
が
２，
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人

▼
還
付
申
告

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、

所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
て

(

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
受
給
者)

次
に
該
当
す
る
人
な
ど

①
医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
人

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
対

象
に
な
る
人

③
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
の
対

象
に
な
る
人

④
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

⑤
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
人

※
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
率

が
、
平
成
18
年
分
ま
で
の
10
％

〜
37
％
の
４
段
階
か
ら
、
平
成

19
年
分
以
降
は
５
％
〜
40
％
の

６
段
階
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

藤
枝
税
務
署
個
人
課
税
部
門

６
４
１
‐
０
６
８
０

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
場

合
、
譲
渡
金
額
か
ら
取
得
費
、
譲

渡
費
用
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金

額(

譲
渡
益)

に
所
得
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

藤
枝
税
務
署
資
産
課
税
部
門

６
４
１
‐
０
６
８
０

個
人
か
ら
財
産(

現
金
・
預
貯

金
・
有
価
証
券
・
土
地
家
屋
な

ど)

を
も
ら
っ
た
場
合
、
も
ら
っ

た
人
が
納
め
る
税
金
で
す
。
平
成

19
年
中
に
１
１
０
万
円
を
超
え
る

財
産
の
贈
与
を
受
け
た
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。

藤
枝
税
務
署
資
産
課
税
部
門

６
４
１
‐
０
６
８
０

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
期
限

は
３
月
31
日(

月)

で
す
。

藤
枝
税
務
署
個
人
課
税
部
門

６
４
１
‐
０
６
８
０

E-mail

E-mail E-mailE-mailE-mail

町
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

譲
渡
所
得
の
申
告

贈
与
税
の
申
告

消
費
税
の
申
告



２月１日(金)から３月17日(月)までの間、所得税、
消費税および地方消費税の確定申告ならびに贈与税
の申告に関する電話でのご相談は、藤枝税務署にお
かけください。自動音声案内でおつなぎします。

藤枝税務署　　 641-0680

『０』を選択→【確定申告テレフォンセンター】
『１』を選択→【電話相談センター】

国税に関する一般的なご相談
『２』を選択→【藤枝税務署】

照会やお尋ね、職員にご用の方

確定申告に関する電話相談は確定申告テレフォンセンターへ

5

▼医療費控除(年末調整をした人) 
▼中途退職者(年末調整をしていない人) 
▼事業所得・年金のみの人 

役場１階 
町民研修室 

すべて 
午前９時～11時30分 
午後１時～４時 
※最終日は午後３時まで 

２月18日(月) 
　～26日(火)

会　場 地　区 時　間 月　日 

▼一般白色営業所得・農業所得申告の人 
会　場 　  時　間 

 
 
 
午前９時 
　～11時30分 
午後１時 
　　　  ～４時 

地　区 
第７自治会 
第６自治会 

朝比奈地区予備日 
第５自治会 
第５自治会 
第４自治会 
第４自治会 
第２・３自治会 
第１自治会 

すべて 

月　日 
２月27日(水) 
２月28日(木) 
２月29日(金) 
３月３日(月) 
３月４日(火) 
３月５日(水) 
３月６日(木) 
３月７日(金) 
３月10日(月) 
３月11日(火) 
　～17日(月)

※収支内訳書を作成済みの人に限ります。
　収支内訳書の作成の仕方など個別に相
　談を希望する人は、焼津市総合体育館(焼
　津市保福島1050)にお出かけください。 

ＪＡ大井川 
朝比奈支店 

役場１階 
町民研修室 

月　日 

２月25日(月)～29日(金)

時　間 

午前９時30分～午後３時 

会　場 

岡部町商工会館 
青色申告会会員(非会員の人は青色 
申告会への加入をお勧めします)

対　象　者 

相談日はＪＡ大井川岡部支店より通知されます 
会　　　場 

ＪＡ大井川岡部支店 

町・県民税の申告相談 

青色農業所得申告 

青色営業所得申告 

障害のある人の自動車税の減免制度

平成20年度分の自動車税から、障害のある方の減
免制度が改正されます。（自動車取得税については、
平成20年４月１日登録分から新制度が適用されま
す）

【主な改正点】
①「上肢機能障害の２級まで」および「生計同一者
等が運転する場合は、下肢機能障害３級まで」に
減免の対象が拡大されます。
②減免対象となる方が複数の障害があるため、生計
同一者等の運転で申請する場合は、総合等級を個
別等級に読み替えます。
③減免の上限額が、自動車税は４万５千円まで、自
動車取得税は300万円に自動車取得税率を乗じて
得た額になります。

藤枝財務事務所　　644－9122
E-mail

所得税は３月17日(月)まで
消費税は３月31日(月)まで

確定申告による所得税の納付期限は、申告期限と
同じ３月17日(月)です。また、個人事業者の消費税
および地方消費税の申告・納付期限は、３月31日
(月)です。期限内に納税を済ませるようにしましょう。

税金は期限内に納めましょう
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静静静静岡岡岡岡地地地地方方方方税
滞納整整整整理理理理機機機機構構構構

静岡県と県内すべての市町が協力して、財産などが
あるにもかかわらず督促に応じない悪質な滞納者など
に対して、滞納処分（滞納者の自宅や事務所の捜索、
財産の差押え、公売など）を効率的かつ専門的に行う
ため、広域連合「静岡地方税滞納整理機構」を発足し
ました。税をきちんと納めていただいている皆さんの
立場に立ち、税における公平性を確保していきます。

移
管
予
告
通
知
を
受
け
た
人
が
対
象

納
期
限
日
を
過
ぎ
る
と
、
滞
納
者
に
対
し
て
電
話
催
告
や
催
告
書
の
送

付
に
よ
り
納
付
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
お

宅
や
会
社
へ
の
訪
問
な
ど
を
し
、
納
付
の
依
頼
や
分
割
納
付
の
希
望
な
ど
、

納
税
相
談
を
受
け
ま
す
。
納
税
の
意
思
が
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
預

金
口
座
や
土
地
、
家
屋
な
ど
の
財
産
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

滞
納
整
理
機
構
へ
の
移
管
者
は
、
県
や
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
か
ら
『
移
管

予
告
通
知
』
を
受
け
た
滞
納
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
移
管
予
告
通
知
を

受
け
取
っ
た
段
階
で
、
滞
納
し
た
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
通
知
を
受
け
取
っ
た
後
、
納
税
相
談
も
な
く
引

き
続
き
滞
納
が
続
く
よ
う
な
場
合
は
、
滞
納
整
理
機
構
が
県
や
市
町
に
代

わ
り
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

静岡地方税滞納整理機構についてのお問い合わせ
機構事務局(県庁税務室) 221－2966
町税の納税相談や納付についてのお問い合わせ
役場窓口税務課徴収グループ　　667－3413

E-mail

E-mail

税の公平性を確保します

が発足

静岡県 

協力 

・県民税と市町税 
　合わせて 
　滞納額591億円 
　（平成17年度） 
・税源移譲により地方税 
　の滞納額が増加 

現状 活動 

効果 

背景 

・単独処理困難な事業の 
　処理促進 
・迅速、広範な財産調査 
・速やかな滞納処分着手 
・差押え不動産の公売 
・徴収実務の知識 
　ノウハウの実践的研修 

・滞納額の縮減 
・未処理案件の整理促進 
・徴収ノウハウ･技術の 
　フィードバック 
・徴収体制における 
　県・市町・機構の連携強化 
・税の公平性の確保 

・厳しい経済状況 
・徴収専門職員の不足 
・滞納者と距離が近く 
　滞納処分がやりづらい 

・静岡県と県内全市町加入の一部事務組合 
・県民税・市町税徴収のための広域的組織 
・県民税・市町税徴収のバックアップ機関 
・滞納処分を前提に滞納整理 
・組織改編に柔軟に対応 
・単年度による健全経営 
・国税OBなどの専門性の高い職員を配置 

滞納整理機構 滞納整理機構 

県内42市町 
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プ
ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
へ
の

入
団
が
決
ま
っ
た
黒
田
祐
輔
さ
ん

(

岡
部
台)

が
役
場
へ
入
団
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

黒
田
さ
ん
は
岡
部
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
野
球
を
始
め
、
岡
部
中
学
校
、
静
岡

高
等
学
校
な
ど
の
野
球
部
で
活
躍
。
11
月

19
日
に
行
わ
れ
た
大
学
生
・
社
会
人
ド
ラ

フ
ト
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
か
ら
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

井
田
町
長
か
ら
「
背
番
号
59
番
が
輝
く

活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
激
励
を
受
け
る

と
、「
岡
部
町
で
野
球
を
頑
張
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
目
標
と
な
れ
る
選
手
を
目

指
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
活
躍
を
誓
う

〜
黒
田
祐
輔
さ
ん
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
入
団
〜

▼井田町長から激励のメッセージを書いた色紙を受け取る黒田さん

増
田
浩
子
さ
ん(
内
二
第
一)

は
、
十
数

年
前
か
ら
岡
部
町
交
番
に
花
を
飾
っ
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
藤
枝
警

察
署
か
ら
交
番
の
美
化
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
と
し
て
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。岡

部
町
交
番
の
海
野
所
長
は
「
交
番
に

花
を
飾
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
心
が
和

み
ま
す
。
交
番
勤
務
員
一
同
、
大
変
感
謝

し
て
お
り
、
花
を
生
け
て
い
た
だ
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い

ま
し
た
。

岡
部
町
交
番
に
花
を
生
け
て
く
れ
て
い
ま
す

〜
藤
枝
警
察
署
か
ら
感
謝
状
〜

▼花を飾ってくださる増田さんと小島主任

１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
よ
り
諏

訪
す
ゑ
さ
ん(

玉
取)

が
人
権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め
や
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
の
解
消
を
目
指

し
、
毎
週
水
曜
日
に
き
す
み
れ
で
開
設
し

て
い
る
「
心
配
ご
と
相
談
」
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

岡
部
町
人
権
擁
護
委
員(

敬
称
略)

金
原
宏
治(

旭
ヶ
丘)

清
水
和
子(

横
添)

人
権
擁
護
委
員
に
諏
訪
さ
ん
が
再
任

ギ
ャ
ラ
リ
ー
未
来(

有
泉

あ
り
い
ず
み

民た
み

敬ゆ
き

代

表)

で
は
、
地
域
の
方
が
文
化
に
触

れ
て
、
暮
ら
し
の
中
に
ア
ー
ト
を
取

り
入
れ
て
も
ら
お
う
と
、
趣
旨
に
賛
同
し

た
作
家
37
人
が
参
加
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

12
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
行
わ
れ
た
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
展
に
は
、
絵
画
、
陶
芸
、
工

芸
な
ど
、
２
０
０
点
を
超
え
る
作
品
が
展

示
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
訪
れ
、

売
り
上
げ
金
の
一
部
が
岡
部
町
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
有
泉
さ
ん
は
「
岡
部
町
の
文

化
振
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

岡
部
町
の
文
化
振
興
に
役
立
て
て

〜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
未
来
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
の
売
り
上
げ
を
寄
付
〜

▼柴田副町長に寄付金を手渡す有泉さん▼再任された諏訪さん

2712/

2612/
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新
春
恒
例
の
新
春
献
茶
式
が
玉
露

の
里
で
行
わ
れ
、
町
長
を
は
じ
め
、

町
議
、
自
治
会
な
ど
約
30
人
が
列
席

し
、
今
年
１
年
の
町
の
発
展
と
茶
業
振
興

を
祈
願
し
ま
し
た
。

井
田
町
長
が
「
今
後
も
『
玉
露
の
里
』

が
皆
さ
ん
の
心
の
拠
り
所
と
し
て
愛
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
新
年
の
抱
負
を
述
べ
た
後
、
静
風
流
の

大
久
保
光
園

こ
う
え
ん

社
中
が
お
手
前
を
披
露
し
、

出
席
者
を
代
表
し
て
町
長
が
売ば

い

茶さ

翁お
う

に
献

茶
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
初
煎
・
初
釜
の
会
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
新
春
の
す
が
す
が
し
い
雰
囲
気

の
中
、
煎
茶
や
抹
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

町
の
茶
業
振
興
を
祈
る

〜
新
春
献
茶
式
〜

▼売茶翁の像に献茶する井田町長

お
正
月
を
前
に
、
町
民
セ
ン
タ
ー

お
か
べ
に
お
い
て
「
お
飾
り
作
り
体

験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
岡
部
町
文
化
財
保
存
協
会

の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
作
り
方
を
学
ん
だ

後
、
各
自
で
手
作
り
の
し
め
縄
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

苦
労
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
め
縄

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
家
族
で
の
参
加
も

あ
り
、
親
子
で
伝
統
の
技
を
学
び
な
が
ら
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。

手
作
り
の
し
め
縄
で
新
年
を
迎
え
る

〜
お
飾
り
作
り
体
験
〜

▼しめ縄作りに取り組む参加者

大
旅
籠
柏
屋
で
年
末
恒
例
の
「
大
掃
除
と
餅
つ
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
文
化
財
「
柏
屋
」
を
皆
で
守
っ
て
い
こ
う
と
大
掃
除
の
手
伝
い
を
地
元
子

ど
も
会
に
依
頼
。
約
20
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
雑
巾
で
柱
や
床
を
磨
い

た
り
、
笹
を
使
っ
て
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
の
す
す
払
い
を
し
ま
し
た
。

大
掃
除
が
終
わ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
、

杵
と
臼
で
餅
を
つ
き
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
餅
は
、

参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

大
掃
除
が
終
わ
っ
た
柏

屋
で
は
、
し
め
飾
り
や
お

供
え
物
が
供
え
ら
れ
、
お

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
し

ま
し
た
。

す
す
を
払
っ
て
新
年
の
準
備

〜
大
旅
籠
柏
屋
の
大
掃
除
と
餅
つ
き
〜

▼上手に笹を使ってすす払いをする子どもたち

岡
部
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(

永
田
幸
夫
理
事
長)

の
皆
さ
ん
が
年

末
の
奉
仕
作
業
の
一
環
と
し
て
、
役

場
と
町
民
セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
交
流
セ

ン
タ
ー
の
３
カ
所
に
手
作
り
の
門
松
を
寄

贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
員
は
、
町
内
の
山
林
か
ら
切
り
出
し

た
竹
や
松
、
梅
、
ナ
ン
テ
ン
、
ク
マ
ザ
サ

を
使
い
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
門
松
を
仕
上

げ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
門
松

作
り
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
門
松
を
町
に
寄
贈

〜
岡
部
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

▼町民センターおかべの玄関に飾られた門松

2512/

2412/３１/

2812/



Check http://www.town.okabe.shizuoka.jp
岡部町ホームページアドレス 

岡
部
町
消
防
団(

池
田
祐
一
郎
団

長)

の
出
初
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
お
か

べ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
藤
枝
市
と
の
合
併
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
今
回
が
岡
部
町
と
し
て
最
後
の

出
初
式
と
な
り
ま
す
。
十
数
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
で
は
、
町
消
防
団
ラ
ッ

パ
隊
、
消
防
団
員
、
幼
年
消
防
が
、
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
旧
東
海
道
な
ど
約

１
・
５
㎞
を
行
進
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
団
長
お
よ
び
団
員
約
１
３

０
人
と
、
町
、
町
議
会
、
自
治
会
な
ど
の

関
係
者
が
集
ま
り
、
地
域
の
防
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
功
労
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。(
敬
称
略)

【
静
岡
県
消
防
協
会
定
例
表
彰
】

特
別
功
績
章

池
ヶ
谷
栄(

本
部
分
団
長)

片
岡
道
春(

本
部
分
団
長)

功
労
章

佐
藤
裕(

第
３
副
分
団
長)

20
年
勤
続
功
労
章

池
ヶ
谷
栄(

本
部
分
団
長)

片
岡
道
春(

本
部
分
団
長)

前
島
徳
郎(

本
部
分
団
長)

15
年
勤
続
功
労
章

佐
藤
裕(

第
３
副
分
団
長)

10
年
勤
続
功
労
章

渡
辺
秀
樹(

第
３
分
団
員)

【
静
岡
県
消
防
協
会

志
太
支
部
定
例
表
彰
】

特
別
功
労
章

高
橋
文
行(

本
部
分
団
長)

永
倉
邦
洋(

第
１
分
団
長)

木
村
暢
之(

第
３
分
団
員)

白
鷺
秀
樹(

第
３
分
団
員)

普
通
功
労
章

和
田
順
二(

第
７
分
団
長)

小
林
雪
泰(

第
１
分
団
班
長)

山
下
世
紀(

第
１
分
団
員)

大
石
裕
己(

第
１
分
団
員)

近
藤
健
史(

第
４
分
団
員)

大
須
賀
由
嗣(

第
５
分
団
員)

秋
山
潤(

第
５
分
団
員)

宮
崎
喜
人(

第
７
分
団
員)

小
林
英
樹(

第
７
分
団
員)

廣
田
繁
治(

第
７
分
団
員)

澤
田
和
明(

第
７
分
団
員)

５
年
勤
続
功
労
章

牧
田
佳
宏(

第
４
分
団
長)

平
野
勝
晃(

第
５
分
団
長)

小
野
和
紀(

第
４
副
分
団
長)

杉
山
卓
也(

第
５
副
分
団
長)

大
石
真
也(

第
６
分
団
班
長)

浦
山
直
人(

第
７
分
団
班
長)

村
越
直
也(

第
７
分
団
班
長)

勝
部
裕
之(
第
１
分
団
員)

山
口
雅
義(
第
４
分
団
員)

西
村
茂
幸(

第
５
分
団
員)

植
島
浩
貴(

第
６
分
団
員)

村
越
聖
士(

第
６
分
団
員)

岡
田
佳
久(

第
７
分
団
員)

清
水
康
伸(

第
７
分
団
員)

【
岡
部
町
消
防
団
長
表
彰
】

６
年
勤
続

津
島
俊
昭(

本
部
分
団
長)

長
谷
川
達
巳(

第
３
副
分
団
長)

浦
山
直
己(

第
７
副
分
団
長)

中
山
聡(

第
１
分
団
班
長)

杉
山
健(

第
７
分
団
班
長)

海
野
忠
生(

第
１
分
団
員)

浦
山
吉
人(

第
７
分
団
員)

地
域
の
安
全
を
守
る
決
意
、
新
た
に

〜
岡
部
町
消
防
団
出
初
式
〜

６１/

▼観閲者(井田町長)の前を行進する団員
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平
成
20
年
岡
部
町
成
人
式
が
町
民

セ
ン
タ
ー
お
か
べ
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

今
年
、
岡
部
町
で
成
人
を
迎
え
た
人
は

１
７
９
人(

男
性
86
人
、
女
性
93
人)

で
、

式
典
に
は
１
５
１
人(

男
性
67
人
、
女
性
84

人)

の
新
成
人
が
参
加
し
、
責
任
あ
る
大
人

と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。井

田
町
長
は
「
社
会
を
担
い
、
地
域
を

支
え
て
い
く
人
と
し
て
、
広
い
視
野
を
持

っ
た
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
贈
り
、
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
た
小

学
校
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
13
人
と
共
に

成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

１
７
９
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

〜
岡
部
町
成
人
式
〜

▼式典でお祝いの言葉を真剣に聞く新成人

大
旅
籠
柏
屋
で
昔
な
が
ら
の

お
正
月
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
「
新
春
遊
楽
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

柏
屋
中
庭
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
和
太

鼓
の
演
奏
、
七
福
神
踊
り
、
大
道
芸
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
タ
や
双

六
、
福
笑
い
、
コ
マ
回
し
、
羽
根
突
き
な

ど
お
正
月
の
遊
び
も
用
意
さ
れ
、
新
春
の

催
し
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

６
日
に
は
、
来
場
者
に
「
七
草
粥
」
が

振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
、
食
べ
る

と
邪
気
を
払
い
万
病
を
防
ぐ
と
い
わ
れ
る

七
草
の
野
菜
が
入
っ
た
粥
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

お
正
月
の
遊
び
で
新
し
い
年
を
祝
う

〜
新
春
遊
楽
会
〜

▼七福神踊りで　のおすそわけ

４

６

１/

〜
13１/

ラ
ッ
パ
隊
隊
長

ラ
ッ
パ
隊
隊
長
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紙を選べば豪華にもなり、愛らしくも
なる、食卓で使える実用の折り紙を紹介。
花やハマグリの箸置き、鶴や蝶、扇の箸
袋、メッセージボードやコースターなど
おしゃれでゆかいな食卓を演出する作品
を多数収録。

開館時間　午前９時～午後５時 
�667-3755

おすすめの本

新着図書のご案内

図書館カレンダー

と　き 毎月第１・３土曜日
時　間 午前10時～11時
ところ 図書館幼児コーナー
２月２日「ぴょんぴょんぴょんのかばんです」

（香山美子／新日本出版社）ほか
２月16日「へんてこパン」

（小沢正／ポプラ社）ほか
３月１日「あるけあるけ」

（長新太／こぐま社）ほか

土曜おはなし会

「おりがみ食卓を楽しく」
布施知子／著

勉強が苦手なキミへ、いじめられてい
るキミへ、学校が嫌いなキミへ…。「オ
ール１」の落ちこぼれから高校教師にな
った著者が、いろんな悩みを抱える子ど
もたちに向けて贈った珠玉のメッセー
ジ。

「キミのためにできること」
宮本延春／著

書　　　名
江戸っ子気質と鯰絵
夫をうとましく思う妻の心がわかる本
プラダを着なくたって悪魔！
幕末藩主の通知表
ママは働いたらもっとスゴイぞ！
空港で働く仕事ガイド
初心者のハーモニカ基礎教本
薬局で買える子どもの薬がよくわかる本
縁かいな―由縁し尋ぬるいろいろ端唄―
そうだ、葉っぱを売ろう！
あなたの呼吸が止まるまで
顏なし子
ハッピーエンドにさよならを
スワンソング
湿地帯
狸穴あいあい坂
図書館って、どんなところなの？
子どものためのパソコン・ＩＴ用語事典
世界の国旗図鑑
ファンタジスタ中村俊輔
赤い鳥翔んだ―鈴木すずと父三重吉―
サムデイ
はたらきもののナマケモノ
おしりかじり虫―うたとおどりのほん
いいからいいから　２
ちきゅう

一
般
向
け
の
本

こ
ど
も
む
け
の
ほ
ん

著　者　名
若水　俊
柏木　惠子
夏川　賀央
八幡　和郎
和田　清華
月刊＜エアステージ＞
田中　光栄
佐川　賢一
中村　三津紫明
横石　知ニ
島本　理生
高田　侑
歌野　晶午
大崎　善生
宮尾　登美子
諸田　玲子
赤木　かん子
渋井　哲也
苅安　望
本郷　陽二
脇坂　るみ
岡田　なおこ
斉藤　洋
うるまでるび
長谷川　義史
Ｇ．ブライアン・カラス

休館日

図書整理日（休館）

おはなし会

★11日は、建国記念日で開館。
12日が休館。
★26日は、図書整理日で休館。

2008年　２月
水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

日

3
10
17
24

★25日は、図書整理日で休館。

2008年　３月
水

5
12
19
26

木

6
13
20
27

火

4
11
18
25

日

2
9
16
23
30

金

7
14
21
28

図書館にコピー機が設置されました

図書館のコピー機では、図書館の資料のコピー(１
資料につき１人１部)ができます。しかし、すべての
書籍などには著作権があるため、コピーするために
はいくつかの条件があります。主なものは次のとお
りです。

利用に際しては図書館のカウンターにて申請書を
記入して下さい。料金は１枚につき10円です。

・コピーする著作物は全部でなく一部分であること。
・定期刊行物などは次号が発刊されたもの、または
３カ月が過ぎたもの。
・利用者の調査研究用に限ること。
・有償無償を問わず、再複写したり頒布したりしな
いこと。

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

土
2
9
16
23

土
1
8
15
22
29

「
光
」

正
月
、
せ
ま
い
山
あ
い
に

太
陽
が
昇
る
。
空
は
青
い
。

地
は
霜
で
白
い
。
そ
し
て
空

気
は
冷
た
い
。
山
々
は
緑
と

褐
色
が
ま
だ
ら
に
な
っ
て
、

ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
。
私

は
ひ
と
り
そ
の
中
に
立
っ

た
。私

は
思
っ
た
。
生
き
と
し

生
け
る
生
命
あ
る
も
の
は
、

太
陽
を
創
造
主
、
生
命
を
支

え
る
主
と
し
て
生
き
て
い

る
。
太
陽
の
「
光
」
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
し
て
生
き
て
い

る
。
そ
し
て
自
然
や
人
間
の

放
つ
「
光
」
の
中
で
生
き
て

い
る
。

岡
部
町
は
平
成
20
年
12
月

31
日
に
消
滅
す
る
。
平
成
21

年
１
月
１
日
か
ら
藤
枝
市
の

岡
部
地
区
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
。
今
ま
で
岡
部
町
が
放

っ
て
き
た
命
の
「
光
」
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
光
を

伝
統
と
し
て
、
新
し
い
地
域

を
創
造
し
て
ゆ
く
力
に
し
て

ゆ
き
た
い
。

月

3
10
17
24
31
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 開場　 午後６時  開演　 午後６時30分 

ところ　町民センターおかべ大ホール 

♪チケット♪ 
 前売券 3,000円　当日券 3,500円 

窓口販売：町民センターおかべ 大ホール 

電話予約：　 667-5056 

　　　　 　　　　　648-0092 

　 町教育委員会　　667-3755

全席指定 

岡部町出身の作曲家、松谷卓さんのコンサートが開催されます。 
ふるさとで奏でる心温まる音色を、ぜひご鑑賞ください。 

11

《大ホールのご案内》

２月17日(日)

第10回岡部吹奏楽団
ポップスコンサート
岡部吹奏楽団(国松) 667-3880

２月23日(土)

松谷卓ピアノコンサート
町教育委員会　　667-3755

２月28日(木)

岡部町老人クラブ連合会
町老人クラブ連合会(長田) 667-0114

３月２日(日)

焼津中央卒業生演奏会
焼津中央高校卒業生演奏会組織(村�) 629-7455

３月９日(日)

別所かなえピアノ教室発表会
別所かなえピアノ教室(別所) 638-1600

※１月５日現在

今年も「第11回ふるさと朝比奈いきいき祭り」が開催されます。

ステージ発表、地元物産や手作りパンの販売、各種展示や体験など

盛りだくさんで行われます。抽選でプレゼントもあります。

ご家族そろってお越しください。

と　き　２月10日(日)
午前９時～午後３時30分

ところ　いきいき交流センター(宮島)
※駐車場あり(朝比奈グラウンド)

いきいき交流センター　　668－0860

第
24

回
国民
文化祭しずおか

2009

平
成

21年10月24日～
11

月
８
日

E-mail

E-mail

E-mail

E-mail

E-mail

E-mail

ふるさと　朝比奈 ふるさと　朝比奈 
いきいき　祭り いきいき　祭り 

ふるさと　朝比奈 
いきいき　祭り 

第11回 

ステージ発表
舞踊、大正琴、三味線、銭太鼓、ハーモ
ニカ、詩吟など各種発表、カラオケタイ
ム、紙芝居、あさひな保育園、朝比奈第
一小学校、岡部中学校、岡部少年少女合
唱団、岡部宿蹴鞠太鼓
展示・体験
絵画、写真、竹細工、竹炭など各種展示、
生涯学習教室の展示、ふるさとスケッチ
絵てがみ、朝比奈川スケッチ水彩画、お
茶すくい、お茶処「玉露・抹茶」、茶手
揉み体験、朝比奈和紙の紙漉き体験
無料サービス
豚汁、甘酒、綿菓子
チャリティーバザー(午前９時～)

内 容

テーマ
げんき・やすらぎ

・夢　いっぱい
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平
成
20
年
度
岡
部
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

な
人
に
対
し
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
金
額

年
額
36
万
円

貸
与
条
件

岡
部
町
民
の
子
弟
で
あ
っ
て
大
学(

短

大
は
除
く)

の
就
学
が
可
能
と
認
め

ら
れ
る
人
お
よ
び
既
に
在
学
中
の
人

受
付
期
間

３
月
４
日(

火)

〜
14
日(

金)

※
火
曜
〜
金
曜
日
の
み
受
け
付
け
ま
す

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
ま
で

選
考
方
法

審
査
委
員
会
に
お
け
る
書
類
審
査

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
７
５
５

「
藤
枝
市
・
岡
部
町
合
併
協
定
調
印
式
」

を
開
催
し
ま
す

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

１
月
18
日
開
催
の
第
６
回
藤
枝
市
・
岡
部
町

合
併
協
議
会
を
も
っ
て
、
予
定
さ
れ
て
い
た
す

べ
て
の
合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
合
併
協
議
会
に
お
け
る

す
べ
て
の
協
議
結
果
を
ま
と
め
た
「
合
併
協
定

書
」
の
調
印
式
を
行
い
ま
す
。
調
印
式
で
は
、

岡
部
町
長
と
藤
枝
市
長
が
協
定
書
に
調
印
し
、

続
い
て
立
会
人
と
し
て
静
岡
県
知
事
、
岡
部
町

と
藤
枝
市
の
両
議
会
議
長
が
署
名
を
行
う
予
定

で
す
。
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

と
　
き

２
月
19
日(

火)

午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ

町
民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ
大
ホ
ー
ル

役
場
企
画
財
政
課

６
６
７
‐
３
４
１
２

大
旅
籠
柏
屋
「
ひ
な
ま
つ
り
」

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

と
　
き

２
月
13
日(

水)

〜
４
月
６
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分(

入
館)

と
こ
ろ

大
旅
籠
柏
屋
歴
史
資
料
館

入
館
料

大
人
３
０
０
円
／
子
ど
も
無
料

大
旅
籠
柏
屋
　
　
６
６
７
‐
０
０
１
８

厨
房
調
理
員
募
集(

女
性
が
頑
張
る
職
場
で
す)

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

休
　
み

３
勤
１
休
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

年
末
年
始

勤
務
地

玉
露
の
里
　
茶
の
華
亭

資
　
格

要
普
通
免
許
　
未
経
験
者
歓
迎

※
詳
し
く
は
玉
露
の
里
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

玉
露
の
里
　
　
６
６
８
‐
０
０
１
９

町
体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
の
開
催

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

次
の
社
会
体
育
・
学
校
施
設
を
対
象
に
利
用

受
付
を
行
い
ま
す
。
定
期
的
な
活
動
・
利
用
を

希
望
す
る
人
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き

３
月
６
日(

木)

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ

町
民
セ
ン
タ
ー
お
か
べ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
施
設

町
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
町
立
朝
比
奈

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
巨
石
の
森
公
園
多
目

的
広
場
、
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
、
岡
部
中
体
育
館
・

勁
志
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
岡
部
小

体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
朝
一
小
体

育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

調
整
期
間

４
月
〜
７
月(

４
カ
月
分)

持
ち
物

印
鑑
、
使
用
料
（
当
日
、
使
用
料
を

納
付
で
き
な
い
場
合
に
は
予
約
で
き

ま
せ
ん
。
特
段
の
理
由
が
あ
る
場
合

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
調
整
会
議
後
に
前
記
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
人
は
、
３
月
７
日
以
降
に
「
町
民
セ
ン
タ

ー
お
か
べ
」
ま
た
は
「
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
」
窓
口
に
て
予
約
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
７
５
５

岡
部
町
特
別
用
途
地
区
の
規
制
内
容
が

変
わ
り
ま
し
た

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

町
の
準
工
業
地
域
と
し
て
用
途
地
域
を
定
め

た
区
域(

横
添
・
川
原
町
の
一
部)

に
つ
い
て
、

用
途
地
域
の
指
定
に
合
わ
せ
て
特
別
用
途
地
区

と
い
う
区
域
を
指
定
し
、
町
建
築
条
例
に
よ
り

家
具
類
製
造
業
以
外
の
工
場
な
ど
を
規
制
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
建
築
条
例
を
見
直
し
、

家
具
類
製
造
業
以
外
の
工
場
に
つ
い
て
も
建
築

3
1
8
15
22
29
7
14

催
　
　
し

募
　
　
集

お
知
ら
せ

E-mail

E-mail

E-mail

E-mail

E-mail

玉露娘

岡部慕情

広告
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が
で
き
る
よ
う
、
条
例
の
規
制
内
容
を
変
更
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
準
工
業
地
域
本
来
の
工
業
系

の
土
地
利
用
を
重
視
し
な
が
ら
、
周
辺
住
宅
地

の
環
境
に
配
慮
し
た
地
区
と
し
て
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

役
場
建
設
課
都
市
建
築
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
４
２
６

教
育（
就
学
）援
助（
要
保
護
、準
要
保
護
児

童
・
生
徒
就
学
援
助
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
を
義
務

教
育
に
就
か
せ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
の
あ
る

ご
家
庭
に
対
し
て
、
教
育
費
の
一
部
を
援
助
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
援
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
地
区
担
当
の
民
生
・

児
童
委
員
ま
た
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

６
６
７
‐
３
７
５
５

平
成
19
年
火
災
・
救
急
統
計
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃

町
内
に
お
け
る
平
成
19
年
火
災
・
救
急
統
計

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
発
生
し
た

火
災
は
７
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
４
件
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
救
急
出
場
件
数
は
３
５
０
件
で
、

前
年
に
比
べ
５
件
減
少
し
ま
し
た
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
照
明
器
具
な
ど
を
取
り
付
け
て
暗
が
り
を
無

く
し
、
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
。

◆
来
客
、
電
話
な
ど
で
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
。

◆
灰
皿
に
は
い
つ
も
水
を
入
れ
、
タ
バ
コ
の
始

末
は
確
実
に
行
う
。

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
カ
ー
テ
ン

な
ど
か
ら
離
し
、
人
の
動
き
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
場
所
に
置
く
。

藤
枝
市
消
防
本
部
予
防
課

６
４
１
‐
５
０
０
０

窓口税務課からのお知らせ

■３月の町税等納期
納付期限 ３月５日（水）
納付税目 国民健康保険税（第10期）

介護保険料（第10期）
汚水使用料（２月分）
農業排水使用料（２月分）

・口座振替を利用する人は、前日までに
預金残高を確認してください。
・納付書を利用する人は、忘れずに納付
しましょう。
役場窓口税務課徴収グループ
667-3413

■毎週木曜日は『夜間納税相談日』
「仕事が終わった後に納付できないか」

「未納の税について相談したい」など、納税
に関するさまざまな相談を行っています。
気軽にお立ち寄りください。
相談日 毎週木曜日（祝日を除く）
相談時間 午後８時まで
※納付の受付も行っております。
役場窓口税務課徴収グループ
667-3413

■年金相談
《平日》
と　き ２月５日（火）

３月13日（木）
時　間 午前10時～正午、午後１時～３時
ところ 役場１階会議室
《休日》
と　き ２月９日（土）

３月８日（土）
時　間 午前９時30分～午後４時
ところ 島田社会保険事務所
※社会保険事務所への年金記録照会の申
請については、役場窓口でも受け付け
ることができます。委任状など必要に
なる場合がありますので、詳しくは担
当までお問合せください。
役場窓口税務課国保年金グループ
667-3414

E-mail

E-mail

E-mail

E-mailE-mail

E-mail

広告

平成19年 

平成18年 

水
　
　
難 

交
　
　
通 

労
働
災
害 

運
動
競
技 

一
般
負
傷 

加
　
　
害 

自
損
行
為 

急
　
　
病 

転
院
搬
送 

そ 

の 

他 

計 

1 

0 

34 

53 

7 

8 

3 

1 

48 

55 

1 

1 

2 

1 

232 

221 

20 

15 

2 

0 

350 

355 

(種別)

火災件数(件) 
死　　者(人) 
負 傷 者(人) 
焼損棟数(棟)

平成19年 
7 
0 
0 
6

平成18年 
3 
0 
0 
3

(年別)

岡部町救急出場状況 

岡部町火災発生状況 
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静浜基地モニター募集
━━━━━━━━━━━━━
航空祭などの行事や基地見学を通

して航空自衛隊静浜基地に対する意
見や提言を行う基地モニターを募集
します。
対　象 20歳以上で防衛問題や自衛

隊に関心のある人
期　間 平成20年４月から１年間
募集人数 若干名
申込方法 ハガキに住所、氏名、生年月

日、職業、電話番号、応募動
機を記入の上、下記まで

申込期限 ２月15日（金）
申込先 〒421－0201

志太郡大井川町上小杉1602
航空自衛隊静浜基地広報室

航空自衛隊静浜基地
622－1234

第58回静岡県勤労者総合美術展
作品募集
━━━━━━━━━━━━━━━━━
募集作品 絵画（油絵・水彩画・版画・

日本画・水墨画等）、書、写
真、手工芸など

応募期間 ３月17日（月）～４月４日（金）
※応募作品はすべて展示させていた
だきます。
静岡県労働者福祉協議会
静岡市葵区黒金町５－１
勤労者総合会館４階
221－6241
rofukukyo@mxl.s-cnet.ne.jp

社会福祉法人静岡いのちの電話
2008年度電話相談
ボランティア募集
━━━━━━━━━━━━━━━━━
かけがえのない「いのち」を尊重し、
対話する電話相談ボランティアです。
２年間の養成研修終了後、電話相談
員として認定されます。
応募資格 ・年齢23歳から65歳まで

・２年間の養成研修に参加
できる人（月2～3回、初
年度宿泊研修2回）

・無償奉仕できる人
・夜間、土日、祝日の担当
もできる人

受付期限 ２月15日（金）まで
養成期間 平成20年４月～22年３月
受講料 初年度４万円
応募方法 事務局に募集要項をご請求

ください。
〒420－8691
静岡中央郵便局私書箱200号
静岡いのちの電話事務局
・　 272－4344

男女共同参画週間の標語募集
━━━━━━━━━━━━━━━━━
男女共同参画社会をテーマにした

標語を募集します。身近なところか
ら男女共同参画を推進するような標
語をご応募ください。

シルバー人材センターでは、
会員を募集しています。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
岡部町シルバー人材センターでは、現在約90人の会員が登録し、毎

月70人ほどの会員が就業しています。
これまで培ってきた経験をいかす会員もいれば、さまざまな技能講習
を受けて、新しい仕事に取り組んでいる会員もいます。

岡部町シルバー人材センター　　　・　 667－3424

職　種 庭木の手入れ、樹木の
消毒、草刈り（機械）・
草取り、清掃　ほか

対　象 おおむね60歳以上の健
康で働く意欲のある人
地域の一員として社会
貢献したい人

※センターと会員の間には雇用関係は発生しませんが、シルバー保険に
加入していますので、安心して就業できます。
※発注者から依頼を受けた仕事は、会員の希望や能力に応じて配分され
ます。

応募資格 どなたでも応募できます。
・個人によるもの
・未発表の自作のもの

応募期限 ２月29日（金）必着
応募方法 官製ハガキ、電子メール、

ファクシミリ１通に１作品
を記入し、住所・氏名・年
齢・性別・電話番号を記入
の上、次の宛先まで送付し
てください。
何作品でも応募できます。

郵　送 〒100－8914
東京都千代田区永田町1－6－1
内閣府男女共同参画局総務課
「標語募集係」あて

ＦＡＸ 03－3581－9566
内閣府男女共同参画局総務課
「標語募集係」あて

E-mail 男女共同参画局ホームペー
ジにアクセスしてください。
http://www.gender.go.jp/

FAX

E-mail

E-mail
FAX

広報「志太広域」冬号の記事訂正について
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
広報「志太広域」平成19年冬号のイベント情報に誤

りがありました。関係の皆様には大変ご迷惑をおか
けしました。訂正してお詫び申し上げます。

【正】
▼藤枝市郷土博物館
問合せ先　　645－1100
▼岡部町　柳田邦男講演会
とき　１月27日(日)

志太広域事務組合
636－0200

HP

お任せ下さい　確かな介護 

楽しく、ゆったり、自分らしく 

デイサービス 

より愛 
一日無料体験 
実施中 

岡部町玉取１４７６－１　　　６６８－０２１３ 

広告
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志太広域事務組合
澤木久雄講演会
━━━━━━━━━━━
ＳＢＳラジオ「とれたてラジオ」

のパーソナリティとして活躍中の澤
木久雄さんをお招きし、講演会を開
催します。
と　き ３月８日（土）

午後７時～８時
ところ 焼津市文化センター小ホール
演　題 「ネットワークと縁づくり」
定　員 400人
参加費 無料
※入場には整理券が必要です。２月
１日（金）より以下の施設で配布し
ます。
岡部町：町民センターおかべ、役

場窓口税務課、保健福祉
センター

藤枝市：市役所東館１階情報公開
コーナー、生涯学習セン
ター、各公民館、文化セ
ンター、保健センター、
志太広域事務組合

焼津市：市役所本館２階受付、文
化センター、各公民館、
保健センター

大井川町：ミュージコ、保健相談セ
ンター、多目的ホール

志太広域事務組合総務課企画係
636－0200

焼津福祉会　第15回作品展
━━━━━━━━━━━━━━━━
と　き ２月15日（金）～18日（月）

午前９時～午後５時
（最終日は午後３時まで）

ところ アトレ焼津２階
焼津市ふれあいホールエコリオ

内　容 焼津福祉会が運営する12施

設の利用者による作品展示
（絵画、手工芸、書等）

入場料 無料
（福）焼津福祉会すいせん
662－0036

春の全国火災予防運動
━━━━━━━━━━━━━
春先は空気が乾燥し、火災が発生

しやすい季節です。火の取り扱いに
は十分注意しましょう。
◇全国統一防火標語
「火は見てる　あなたが離れる
その時を」
◇住宅防火　いのちを守る　７つの
ポイント
－３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから
離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れると
きは、必ず火を消す。
４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの
火災を防ぐために、防炎品を使用
する。
○火災を小さいうちに消すために、
住宅用消火器などを設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守
るために、隣近所の協力体制をつ
くる。
藤枝市消防本部予防課
641－5000

「ねんきん特別便」に関するお知らせ
━━━━━━━━━━━━━━━━━
「ねんきん特別便」では、社会保
険庁が把握している加入記録をお知
らせしています。
ご自身の記録にもれがないか十分

にご確認いただき、訂正がない場合

には、同封の「確認はがき」を、訂
正がある場合には「年金加入記録照
会票」を必ず提出してください。
【住所や名字が変わった人】
住所や氏名の変更届が済んでいな

い場合は、大切な「ねんきん特別便」
をお届けできません。住所や氏名の
変更・訂正はご自身による手続きが
必要です。
▼国民年金第１号被保険者
→役場窓口税務課
▼厚生年金加入者
国民年金第３号被保険者
→厚生年金に加入している人の
お勤め先の社会保険担当者

▼年金受給者
→島田社会保険事務所
ご自身に結び付く可能性のある記

録を探すためにも、お手持ちの古い
年金手帳をご確認ください。
【ねんきん特別便専用ダイヤル】

0570－058－555
島田社会保険事務所
0547－36－2215

クレジット・サラ金１１０番
━━━━━━━━━━━━━━━━━
静岡県司法書士会では、電話相談

および面接相談を行います。
面接相談を希望される場合は、時

間内に会場までおこしください。
と　き ２月24日（日）

午前10時～午後７時
（電話相談・面接相談とも）

ところ 静岡県司法書士会館会議室
静岡市駿河区稲川１丁目1－1

電話相談 289－3705
静岡県司法書士会相談業務推進委員会
364－0195

電話お願い手帳について
━━━━━━━━━━━━━━
「電話お願い手帳」は、耳や言葉
の不自由な方が外出先で電話連絡な
どを行う際、より便利に電話を利用
していただけるよう作られていま
す。用件や連絡先などを記入し、近
くにいる方に協力をお願いする“コ
ミュニケーションツール”として毎
年発行しています。
今年は、全国で約22万部を発行

し、NTT西日本・東日本の各支店や
自治体、福祉団体などで、順次無料
配布しています。
電話お願い手帳について、詳しく

はホームページをご覧ください。
NTT西日本(静岡)
200-1473
http://www.ntt-west.co.jp/kouken/denwaonegai.htmlHP
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☆町民健康相談／一般希望者
と　き ２月５日（火）、３月４日（火）

午前９時30分～11時30分

午後１時～３時30分

ところ 保健福祉センター１階「検診ルーム」

☆岡部町電話健康相談
相談内容 健康相談、育児相談、医療相談など

0120-860-373

※通話・相談無料、年中無休24時間受け付けます。

☆健康相談／一般希望者（成人）
と　き 毎週水曜日

午後１時30分～３時30分

ところ 保健福祉センター１階「検診ルーム」

☆栄養相談／一般希望者（要予約）
と　き 毎週木曜日

午前９時30分～11時30分

ところ 保健福祉センター「相談室」

☆心配ごと相談
と　き ２月６日（水）、13日（水）、

20日（水）、27日（水）

午後１時～４時

ところ 保健福祉センター

※２月６日は弁護士による法律相談日です(要予約)

☆結婚相談
と　き ２月20日（水） 午後１時～３時

ところ 保健福祉センター

☆BCG／生後３カ月～６カ月未満
（ただし特別な理由がある場合３カ月未満でも接種でき

ます。ご相談ください）

と　き ３月25日（火）

受付時間 午後１時15分～１時30分

☆１歳６カ月児健診／平成18年５月～７月生まれの子
と　き　２月15日（金）

受付時間 午後１時15分～１時45分　

☆３歳児健診／平成16年12月～平成17年２月生まれの子
と　き　３月14日（金）

受付時間 午後１時15分～１時45分　

注意事項 当日は、お子さんの健康状態が分かる人が
つれてきてください。

乳幼児健診・健康相談
ところ　保健福祉センター１階「検診ルーム」
持ち物　母子健康手帳、筆記用具

健康相談・そのほかの相談

♪ぴよぴよルーム♪
対　象 平成19年２月～８月生まれの子と

その親
初妊婦の方

と　き ２月５日（火）午前10時～11時30分
ところ 子育て支援センター
内　容 「おには～そと・ふくは～うち」

♪ちびっこルームの日♪
と　き ２月７日（木）、14日（木）、28日（木）

３月６日（木）、27日（木）
午前10時～11時30分

ところ 保健福祉センター
「ちびっこルーム」

子育て支援センター　�668－0200

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
月
の
予
定

予防接種
ところ　保健福祉センター１階「検診ルーム」
持ち物　予診票、母子健康手帳

（予診票は会場にも用意してあります）

２月・３月の休日歯科救急当番医　
診察時間：午前９時～正午

服部歯科医院
（藤枝音羽町３）
�644-2256

２月10日

細井歯科
（藤枝高洲）
�636-6731

２月11日

上野歯科医院
（大井川宗高）
�622-6676

やまもと歯科
（藤枝東町）
�646-1182

２月17日 ２月24日

赤堀歯科医院
（大井川吉永）
�622-5800

３月２日

八木橋歯科医院
（藤枝青葉町２）
�636-1153

３月９日
藤枝歯科

医師会事務局
�646-2270

○問

善意をありがとう
（12月６日～１月５日　敬称略）

〈現金〉
◎一般寄付者
岡部町名店会おかみさんの会（８の市）

・・・・・・１万4,680円
お弁当のひちふく・・・・・・・・・・5,000円
匿名・・・・・・・・・・・・・・・・4,450円

社会福祉協議会　　667－3422
E-mail
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　保健福祉センター 
「きすみれ」�667-3415
○問 

保健 
福祉 
保健 
福祉 
保健 
福祉 

ガ イ ド 

※緊急当番医は変更になる場合がありますので、当日の新聞（静岡、中日、毎日、朝日、読売）で確認してください。なお、（ ）内　
の住所は、藤枝市と焼津市および大井川町については、藤枝○○、焼津○○、大井川○○と表記してあります。

２月10日

２月11日

２月17日

２月24日

３月２日

３月９日

月日
科目 外　科 内　科 眼　科 耳鼻咽喉科 その他

２月・３月の緊急当番医　診療時間：午前９時～午後５時（焼津地域の当番医は午前８時30分～午後５時）

錦野クリニック
（藤枝青葉町２）
�636-5000

匡ペインクリニック
（藤枝駅前１）
�646-7261

吉田医院
（大井川利右衛門）
�622-0108

近藤胃腸科外科
（藤枝南新屋）
�641-2625

西井胃腸科外科
（藤枝高柳）
�637-0610

しまづ整形外科
（藤枝高柳２）
�634-0888

坂上内科医院
（大井川上小杉）
�622-3370

板倉医院
（藤枝田沼４）
�636-0881

横山消化器内科
（大井川下小杉）
�622-0045

みやはら内科
クリニック

（藤枝小石川町１）
�647-5670

石川医院
（焼津田尻）
�624-4321

吉田クリニック
（藤枝大洲４）
�634-0006

伊東クリニック
（焼津栄町２）
�627-3044

柴田医院
（藤枝藤枝４）
�641-0127

小林小児科
（藤枝前島１）
�635-2620

北辰堂佐藤医院
（藤枝藤枝５）
�641-0064

水島医院
（藤枝青木３）
�641-0052

小石川内科
クリニック
（焼津栄町１）
�621-1111

入交医院
（藤枝大手２）
�641-0135

高橋内科医院
（焼津焼津１）
�627-0320

柳原内科医院
（藤枝藤岡４）
�638-2288

沢医院
（藤枝田中１）
�641-0882

にわ医院
（藤枝藤岡１）
�645-2800

藤岡クリニック
（藤枝藤岡２）
�641-6288

焼津駅前眼科
（焼津駅北１）
�626-8240

小川眼科医院
（藤枝本町２）
�641-0160

焼津こがわ眼科
（焼津東小川２）
�626-8860

ともの眼科医院
（藤枝青葉町２）
�636-3044

柴田眼科
（焼津西小川２）
�626-8131

きむら眼科
（大井川上新田）
�622-5811

村松耳鼻咽喉科
（藤枝藤枝５）
�641-5318

佐々木
耳鼻咽喉科医院
（焼津塩津）
�629-3775

藤枝診療所
（藤枝高洲）
�635-8749

八楠耳鼻咽喉科
（焼津大覚寺）
�629-5566

ふじえだ耳鼻咽喉科
クリニック
（藤枝上藪田）
�648-1000

仲神医院
（焼津中新田）
�623-0805

奥皮フ科医院
（藤枝駅前３）
�646-0934

高坂産婦人科医院
（焼津東小川３）
�627-8747

《
皮
》

《
産
・
婦
》

ー

ー

平井医院
（大井川上泉）
�622-9070

《
皮
・
泌
》

前田産科
婦人科医院
（焼津小屋敷）
�626-8603

《
産
・
婦
》

「今日、何日かや？」「ぼけたら困る」

皆さんもお心当たりありませんか。

長年にわたり、認知症と向き合う方とご家族の診療

に携わっておられる先生が、「こんな時、どうしたら

いいのか」などわかりやすくお話いただきます。

誰にでも起こりうる「認知症」をよりよく理解する

ことから始めませんか。

と　き ３月５日(水)

午後１時30分～

３時30分

ところ 保健福祉センター

きすみれ

２階「会議室」

講　師 小林一生
いっしょう

先生

(大阪人間科学大学人間科学部社会福祉学科

教授、現在、松本診療所精神神経科)

定　員 70人(先着順)

申込み 電話にて町保健福祉課まで

申込期限 ２月22日(金)まで

町保健福祉課健康担当　　667-3415

児童手当が振り込まれます
２月８日(金)に児童手当が該当者の指定口座に振

り込まれます。８日以降に金融機関でご確認をお願

いします。

また、今回から支払通知書の送付を省略しますの

で、支払通知書が必要な方はお申し出ください。

町保健福祉課福祉グループ　　667-3415

恩給欠格者､戦後強制抑留者､引揚者の皆さんへ
いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑留者、外地など

からの引揚者の「ご本人」に、慰藉の念を表すため、

内閣総理大臣名の「特別慰労品」を贈呈しています。

過去に内閣総理大臣名の書状などを受けた方、書

状を受ける資格があったにもかかわらず請求されて

いない方も対象です。請求書は保健福祉課の窓口に

置いてあります。

町保健福祉課福祉グループ　　667-3415

認知症
をよりよく知ろう

「岡部町健康講演会」
志太医師会共催
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文
化
協
会
　
絵
て
が
み
ク
ラ
ブ

最
近
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
を
よ
く
使
う
人
が
増

え
、
手
紙
を
書
く
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

絵
て
が
み
と
は
、「
絵
の
あ
る

手
紙
」。
決
ま
っ
た
形
式
も
、
決

ま
っ
た
書
き
方
も
あ
り
ま
せ
ん
。

見
た
ま
ま
、
感
じ
た
ま
ま
を
自
由

に
書
き
、
自
分
の
気
持
ち
を
絵
と

文
字
で
伝
え
ま
す
。

絵
て
が
み
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
現

在
14
人
。
絵
て
が
み
の
魅
力
に
惹

か
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
活
動
は
、
月
に
１
回
、
第

３
火
曜
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
お
か

べ
の
工
作
室
へ
集
ま
っ
て
絵
て
が

み
を
書
い
て
い
ま
す
。
各
自
モ
チ

ー
フ
を
持
ち
寄
っ
て
、
自
由
に
絵

て
が
み
を
書
き
ま
す
。
同
じ
モ
チ

ー
フ
を
書
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
絵
に
仕
上
が
り
、
筆
使
い
や
、

モ
チ
ー
フ
の
捉
え
方
な
ど
、
個
々

の
特
長
が
表
れ
る
の
で
、
と
て
も

勉
強
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

絵
て
が
み
を
始
め
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
感
動
し
た
り
、
物
を
よ
く

観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い

ま
す
。
例
え
ば
、
花
を
か
く
と
き

も
、
花
び
ら
や
雌
し
べ
、
葉
の
付

き
方
な
ど
、
興
味
を
も
っ
て
観
察

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
季
節

に
敏
感
に
な
っ
て
、
新
し
い
発
見

が
楽
し
い
そ
う
で
す
。

絵
て
が
み
ク
ラ
ブ
で
は
、
亀
寿

の
郷
や
岡
部
郵
便
局
、
朝
比
奈
郵

便
局
、
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

に
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
絵
て
が
み
を

展
示
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
玉
露
の
里

に
う
ち
わ
に
絵
て
が
み
を
書
い
た

作
品
を
１
カ
月
間
展
示
し
ま
し

た
。
う
ち
わ
は
、
玉
露
の
里
で
開

催
さ
れ
た
「
夏
の
夜
の
茶
会
と
語

り
部
」
で
、
来
場
者
に
配
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、「
夏
休

み
親
子
体
験
フ
ェ
ア
ー
」
で
は
、

玉
露
の
里
に
訪
れ
た
親
子
な
ど
に

絵
て
が
み
の
書
き
方
を
指
導
す
る

な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
埼
玉
県
深
谷
市(

旧

岡
部
町)

の
絵
て
が
み
ク
ラ
ブ
と

の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、絵
て
が
み
の
や
り
取
り
な
ど
、

絵
て
が
み
を
通
し
た
交
流
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

岡
部
郵
便
局
で
は
、
２
月
20
日

頃
ま
で
絵
て
が
み
の
年
賀
状
を
展

示
し
て
い
ま
す
。ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
内
で
頑
張
っ
て
い
る
団
体
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

広告
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わくわくスポーツクラブ 
会　員　募　集 

●幼児体操教室 
 

講師：わくわくスポーツクラブ　高橋曜子 

●小学生子供体育 
会場：岩倉道場 
　　　　毎週水曜日　親子体操／年中・年長 
　　　　　　　　　　１・２年／３・４年 
会場：いきいき交流センター 
　　　　毎週火曜日　年中・年長 
　　　　毎週金曜日　朝一小１～４年 ●ヨガ教室 

　　会場：いきいき交流センター　木曜日夜（月２回） 

問合せ：携帯電話　090-3833-0195 
　　　　携帯電話メール　youko-taka.wakuwaku@ezweb.ne.jp

広告

２月の 

五智如来公園にて 
午後１時～４時まで ２月８日（金） 

広告

な
の
で
、
再
び
元
の
場
所
に
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
は
、
島
田
市
大
津
、
藤

枝
市
花
倉
、
静
岡
市
駿
府
を
つ
な

ぐ
道
で
、「
今
川
氏
が
大
津
の
居
館

か
ら
府
中
へ
と
通
じ
た
今
川
の
道
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
岡
部
町
側

の
野
田
沢
の
集
落
と
、
静
岡
市
側

の
飯
間
の
集
落
は
、
古
く
か
ら
互

い
に
行
き
来
が
あ
り
、
峠
を
越
え

て
お
嫁
さ
ん
が
嫁
い
で
き
た
り
、

野
田
沢
峠
の
地
蔵
尊
の
縁
日
を
現

在
も
２
つ
の
集
落
の
人
々
が
一
緒

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
田

沢
か
ら
徒
歩
で
峠
を
こ
え
て
飯
間

ま
で
行
き
、
そ
こ
で
自
転
車
に
乗

り
換
え
て
静
岡
市
内
の
高
校
に
通

っ
た
学
生
も
い
た
そ
う
で
す
。

野
田
沢
の
道
標
は
、
古
く
か
ら

人
々
の
行
き
来
を
見
守
っ
て
き
ま

し
た
。
徒
歩
で
峠
を
こ
え
る
し
か

な
か
っ
た
時
代
は
、
静
か
な
山
道

を
歩
い
て
き
て
、
道
標
を
見
て
ほ

っ
と
一
息
つ
い
た
人
も
い
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
車
が
行

き
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

道
標
は
変
わ
る
こ
と
な
く
人
々
の

行
き
来
を
見
つ
め
続
け
ま
す
。

（『
岡
部
町
史
補
完
版
』
参
照
）

野
田
沢
か
ら
静
岡
市
飯は

ん

間ま

へ
と

続
く
峠
に
行
く
途
中
、
川
沿
い
に

進
む
道
と
の
分
岐
点
に
石
製
の
道

標(

道
し
る
べ)

が
立
っ
て
い
ま

す
。
道
標
に
は
、
「
此
れ
よ
り

左
ふ
ち
ゅ
う
　
右
や
ま
み
ち
　
寛

政
七
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
寛
政
七
年
」
は
、
江
戸
時
代
中

期
、
西
暦
１
７
９
５
年
で
、「
ふ
ち

ゅ
う(

府
中)

」、
つ
ま
り
静
岡
市

へ
続
く
道
と
、「
や
ま
み
ち
」へ
続

く
道
を
間
違
え
て
し
ま
う
こ
と
が

な
い
よ
う
置
か
れ
た
よ
う
で
す
。

道
標
の
立
つ
道
は
、
殿
、
野
田

沢
か
ら
峠
を
越
え
て
、
静
岡
市
飯

間
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。
古
く
か

ら
地
元
の
人
々
の
身
近
な
生
活
道

路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。徒
歩
で
通
っ
た
道
で
し
た
が
、

時
代
が
変
わ
り
自
動
車
社
会
と
な

っ
た
現
在
は
、
農
道
整
備
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
、
平
成
11
年
に
舗

装
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

道
標
は
、豪
雨
な
ど
で
流
さ
れ
、

沢
の
中
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
も
の

を
地
元
の
人
が
見
つ
け
、
野
田
沢

公
民
館
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
石
柱
の
道
標
は
、
岡
部
町
で

は
唯
一
の
も
の
で
、
珍
し
い
遺
物

石製の道標
どう ひ ょ う

（野田沢）
石野日満里

ひ ま り

ちゃん（やよい）
１歳８カ月

澤崎怜央
れ お

くん（三輪）
１歳１カ月

半田悠然
ゆうぜん

くん（三輪）
２歳６カ月

静岡市 

殿 

小園 

寿橋 

野田沢峠 

★ 
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正月の行事で
新しい年をスタート
～岡部町内会どんど焼きと凧揚げ大会～

▲凧を揚げようと走って遊ぶ子どもたち

▲思い思いに絵を描いた手作り凧

▼　色とりどりに飾られた明かり

▲各家庭からお飾りやしめ縄が持ち寄られました

◆まちの人口12,614人（－22人）男6,199人（－9人）女6,415人（－13人）
◆世帯数3,994世帯（－1世帯）◆面積53.29㎞2（平成20年１月1日現在）
URL http://www.town.okabe.shizuoka.jp/ E-mail  info@town.okabe.shizuoka.jp

毎
月
一
日
発
行
　
　
編
集
発
行
／
岡
部
町
役
場
総
務
課
　
〒
四
二
一
―
一
一
二
一
　
静
岡
県
志
太
郡
岡
部
町
岡
部
六
―
一
　
�
〇
五
四
―
六
六
七
―
三
四
一
一
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
四
―
六
六
七
―
三
四
八
二
　
印
刷
／
長
田
文
化
堂

古紙配合率100%再生紙を使用しています。

岡部町内会で新春どんど焼きと凧揚げ大会が開催されました。岡部
町内会では、「生きがいのある誇りをもてる地域づくり」をテーマに

いろいろな事業を実施しており、今回は伝承行事の継承として行いました。
どんど焼きでは、まちづくり協議会などの協力で甘酒、焼き芋などのサー

ビスや抽選会などがあり、子どもからお年寄りまで多くの方でにぎわいまし
た。子どもたちは、貝立公園で、凧揚げ大会を行いました。年末に子供会で
凧作り教室を行い、自分達で絵を書いたり、願い事を書いたりした凧を持ち
寄りました。あいにく当日は、風が無く、うまく凧を揚げることはできませ
んでしたが、子どもたちは作った凧を揚げようと一生懸命公園を走り回って
いました。

13
１/

でまちを明るく
～町商工会・羽佐間町内会～

イルミネーション

年末からお正月にかけて、岡部町商工会と羽佐間町内会
によるイルミネーションが飾りつけられました。
商工会は、役場近くの五智如来公園に「玉露のまちおか

べ」の文字をはじめ、色とりどりの５千球のイルミネーシ
ョンを点灯させました。これは、「いろどりで町が発展し
ますように」と、青年部が中心になり初めて行われたもの
です。
羽佐間町内会では、羽佐間橋の袂

たもと

に「あけましておめで
とう」の文字に富士山とネズミの絵のイルミネーションを
飾り、通行人の目を楽しませていました。まちづくりの一
環としてこの事業を行っており、今回で２回目になります。

▼


